
人口と世信
11月1日現在 ()内は対前年同月比

圃人 口 133.282人 (+501人)
[うち外国人937人]

男 66.045人 (+108人)
女 67.237人 (+393人)

圃世 帯 52.233世帯 (+866世帯)

※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。
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組み
陣
容
者
自
立
支
援
法
が
叩
月
1
日
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
我
孫
子
市
で
は
、
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
あ
わ
せ
て
、

利
用
者
の
負
担
軽
減
や
陣
審
の
状
況
を
把
握
す
る
認
定
調
査
で
独
自
の

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ョ
ブ
コ
l
チ

(職
場
適
応
援
助

者
)
制
度
を
中
心
と
し
た
就
労
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
こ
れ
ま

で
障
害
の
種
別
ご
と
に
異
な
る
法
律

に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
た
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
公
費
負
担
医
療
を
共
通
の
制

度
で
提
供
す
る
仕
組
み
で
す
。
(左

下
回
参
照
)

地
域
生
活
支
援
事
業
の
充
実

市
が
行
う
地
域
生
活
支
按
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
に
は、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
支
援
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
、

日
中

一
時
支
援
、
移
動
支
援
(
ガ
イ

ド
ヘ
ル
パ
l
)
〈左
下
回
参
照
〉

な

ど
が
あ
り
ま
す
。

我
孫
子
市
で
は
、
障
害
の
あ
る
人

の
社
会
参
加
を
支
え
る
移
動
支
捜
事

業
の
対
象
者
や
派
遣
範
囲
を
拡
大
し

ま
し
た
。
今
後
、
失
語
症
会
話
パ
ー

ト
ナ
ー
の
派
遣
や
手
話
奉
仕
員
の
養

成
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す。

利
用
者
負
担
の
軽
減

自
立
支
援
給
付
の
利
用
者
負
担
は
、

生
活
保
護
世
帯
以
外
は
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
量
に
応
じ
て
原
則
1
割
と
な
り

ま
す
が
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
上
限

額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す。

地
域
生
活
支
援
事
業
の
利
用
者
負

担
は
、
我
孫
子
市
で
は
、
所
得
に
応

じ
た
負
担
に
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
介
護
給
付
と
訓
練
等
給

付
と
地
域
生
活
支
援
事
業
(
日
常
生

活
用
具
の
給
付
を
除
く
)
を
あ
わ
せ

て
利
用
し
た
場
合
で
も
、
介
護
給
付

と
訓
練
等
給
付
の
負
担
上
限
額
を
超

え
て
負
担
苔
し
な
い
よ
う
に
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す。

独
自
に
調
査
項
目
を
追
加

介
護
給
付
を
受
け
る
に
は、

障
害

程
度
区
分
の
認
定
が
必
要
に
な
り
ま

す。
ま
ず
、
認
定
調
査
員
が
行
う
1
0

6
項
目
の
調
査
に
基
づ
い
て
、
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
に
よ
る

一
次
判
定
を
行
い
、

次
に
調
査
員
が
記
入
し
た
調
査
項
目

に
そ
っ
た
特
記
事
項
や
医
師
の
意
見

舎
を
参
考
に
し
て
、
各
専
門
分
野
か

ら
選
出
さ
れ
た
認
定
審
査
員
が
二
次

判
定
を
行
い
ま
す。

し
か
し
、
厚
生
労
働
省
の
定
め
た

1
0
6
項
目
の
調
査
で
は
、
知
的
障

害
者
や
精
神
障
害
者
の
障
害
特
性
や

全
体
像
が
と
ら
え
に
く
く
、

判
定
結

果
が
実
際
よ
り
低
く
出
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
我
孫
子
市
で
は
、

独
自
に
8
項
目
の
特
記
事
項
を
追
加

し、

二
次
判
定
で
障
害
程
度
が
よ
り

正
確
に
判
定
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た。就
労
支
援
の
強
化

障
害
者
自
立
支
援
法
で
は
、
「
就

労
支
援
の
強
化
」
が
重
要
な
取
り
組

み
の
1
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
障
害

の
あ
る
人
の
一
般
企
業
へ
の
就
職
を

推
進
す
る
た
め
、
就
労
移
行
支
援
が

創
設
さ
れ
ま
し
た。

我
孫
子
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
ジ

ョ
ブ
コ

1
チ
(
職
場
適
応
援
助
者
)

を

「あ
ら
き
園
」
に
配
置
し、

市
の

無
料
職
業
紹
介
所
や
各
施
設
な
ど
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
就
労
支
按
を

行
な
っ
て
い
ま
す。

ジ
ョ
ブ
コ
l
チ
の
仕
事
は、

職
場

開
拓
や
職
業
相
談
を
し
た
り
、
必
要

に
応
じ
て

一
定
期
間
、
就
労
先
に
出

向
き
職
場
と
の
調
整
や
、
就
労
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
を
行
い
ま
す。

ま
た
、
今
後
は、

就
労
支
慢
を
総

【自立支援法によるサービスユ|

-砂

訓練等給付

。自立支援(機能生活)
O就労移行支援
。就労継続支援

O共同生活援助

ー

-~Jj目覚Jil5・

自立支援医療

※更生医療、育成医療、
精神通院医療が一本化

也世主主
省吾瓦-

ほか
Oコミュニケーション支援 O日中一関支援
。日常生活用異の給付 O移動支援(ガイドヘjレバー)

合
的
に
進
め
る
た
め
に
、
就
労
支
援

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
関
係
機
関
と

連
携
し
た
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

行
っ
て
い
き
ま
す。

※
ジ
ョ
ブ
コ
1
チ
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
「
あ
ら
き
園
」
宮
7
1
8
8

.
4
1
8
8
へ

障
害
の
あ
る
人
を
支
え
る

市
内
の
施
設

従
来
の
障
害
種
別
に
分
け
ら
れ
て

市内の自立支援法施設
自立支援給付施設 地域生活支援事業施設

E!!I:'Wi棒引事事長遣(J11_"~

⑭障害者福祉センター

-:.::彊=:事事詩涯咽

①アコモード
②みどり園
⑦パレット
⑪ちひろの家
⑫虹の家
⑬ふれんず

圃圃園時現~1j百静置圃圃圃

③あらき圃 (通所更生)
⑨むつぽし(通所授産)
⑩けやき社会センター

(通所援産)
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④ケアホームキャロット
⑤グループホーム空
⑥ケアホームむつぽし
生活寮

⑦ケアホームパレッ卜

圃圃E盟諸毘即日航腎量園

①アコモード
②みどり園

い
た
施
設

(
左
表
・
図
参
照
)
が
、

2
0
1
1
年
度
ま
で
に
、
障
害
福
別

に
か
か
わ
ら
ず
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す。

ま
た
、
日
中
は
地
域
の
作
業
所
や

通
所
施
設
を
利
用
し、

夜
間
は
施
設

入
所
を
利
用
す
る
な
ど
、
日
中
と
夜

間
の
生
活
の
場
を
分
け
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す。

こ
れ
に
よ
っ

て
、
入
所
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
、

-・・E淘~1j詰罵酒・・・E証言Z'1i~語Ij:'滑置

②みどり園
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手賀沼

F介護給付

。居宅介護
。重度訪問介護
O行動援護
。療養介護

O生活介護
。児童デイサービス
O短期入所
。重度障害者等包括支援

O共同生活介護
。施設入所支援

③こども発達センター

てしざめを実現のム、
A 社jレクイサ
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署名活動の経過報告
常磐線・成回線の

利便性向上を求める署名

-ー-~ 怠第 1177号

』

V

せ
ん
き
ょ
君

常
磐
線

「特
別
快
速
」
の
我
孫
子

駅
停
車
と
快
速
電
車
の
増
発
(
削
減

ダ
イ
ヤ
の
復
元
)
、
成
回
線
の
朝
夕

の
増
発
を
求
め
る
署
名
活
動
を
、
市

内
各
駅
で
叩
月
お
日
か
ら
幻
日
に
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
月
末
日
ま
で
、

自
治
会

回
覧
に
よ
る
署
名
活
動
も
行
い
ま
し

た。
駅
で
の
署
名
は
、
常
磐
線
の
利
便

企我孫予駅南口での署名活動

V常磐線の利便性向上を求める署名数

合計

合

2，359 

766 2，145 

914 1，907 1 ，683 4，印4

10/25 10/26 10/27 

917 417 1，025 

882 497 

我孫子駅

天王台駅

計

な
お
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

で
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
き
れ
い
な
選

挙
を
行
、
つ
た
め
、
説
明
会
で
立
候
補

予
定
者
に
宣
言
文
の
提
出
を
要
請
し

ま
す
。

性
向
上
を
求
め
る
署
名
が
4
5
0
4

入
、
成
回
線
の
利
便
性
向
上
を
求
め

る
署
名
が
2
4
0
1
人
で
し
た
。

自
治
会
回
覧
に
よ
る
署
名
は
、
現

在
集
計
中
で
す
。
広
報
あ
ぴ
こ
ロ
月

1
日
号
で
、
最
終
集
計
結
果
と
J
R

東
日
本
へ
の
要
望
活
動
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

圃

企
画
調
整
担
当
宮
7
1
8
5
・

1
4
2
6
 

V成回線の利便性向上を求める署名数

合計

910 

546 

263 

682 

10/25 10/26 10/27 

62 

2∞ 
160 

247 

93 

363 

207 

2お

108 

179 

347 

202 

東我藤子駅

湖北駅

新木駅

布佐駅

説
明
会
日
時

時場
所
市
役
所
分
館
大
会
議
室

圃

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・
内

線
3
4
5

市の相談、受付窓口の
手話通訳者の

配置時聞が延長されました
配置時間 月曜日から金曜日の午前9

時から午後3時
配置場所 生活支援課(市役所西別館

2階)

我孫子市手話通訳者
派遣事業が始まりました
健診、通院学校の参観日などに無

料で、手話通訳者を派遣します。

事前に登録が必要です。生活支援課

(に凋向い。
園生活支援制7183・1158

国
民
年
金
保
険
料
を
年
末
調
整
や
確
定
申
告
す
る
際
に

「
社
会
保
険
料
(
国
民
年
金
保
険
料
)
控
除
証
明
書
」
な
ど
の

証
明
書
の
添
付
や
提
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

2，401 

所
得
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

白
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、
国
民

年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
1
年
間
に

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明

す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な
ど

か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同

様
に
、

1
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
し
た
控
除
証

我
孫
子
市
長
選
挙

我
孫
子
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

任

期

満

了

に

伴

う

我

孫

子

市

長

選

ロ

月

7
日
同
午
後
2

挙
は
、
来
年
1
月
比
日
制
に
告
示
さ

れ、

1
月
幻
日
倒
が
投
票
日
で
す
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
欠
員
が
生
じ
て

い
る
我
孫
子
市
議
会
議
員
の
補
欠
選

挙
も
行
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
関
係
者
は

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

6印896 836 計

国民年金受給者の方「会

12月から
現況届けの提出が不要に

合

夕
暮
れ
時
は
、

明
書
(
ハ
ガ
キ
)
が
、
社
会
保
険
庁

か
ら
日
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
場
合
な
ど
、
日
月
以
降
に
本
年
初

め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
翌
年
2
月
上
句
に
同
様
の
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整

ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
の
際
は
、

必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
証
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
行
、
つ

ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
に

は
、
毎
年
、
誕
生
日
の
月
に
現
況
届

け
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
現
況
の

(
生
存
)
の
確
認
を
し
て
い
ま
し
た

が、
M

∞
年
目
月
か
ら
は
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、

現
況
の
(
生
存
)
の
確
認
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ロ

月
生
ま
れ
の
方
か
ら
は
、
現
況
届
け

の
提
出
は
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
引
き
続
き
現

況
届
け
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る
本

人
基
本
情
報
(
住
所
、
氏
名
、
成
年

問
い
合
わ
せ
専
用
電
話
番
号
宮
0
5

7
0

・∞・
9
9
1
1

※
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
か
ら
1
月
下
旬
に
納
付
確
認

舎
を
世
帯
主
へ
送
付
し
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
、
市
・
県
民
税
の
申
告
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
調
整
に
納
付
確
認
舎

が
必
要
な
方
は
、
電
話
で
依
頼
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
送
付
し
ま
す
。

圃

国
保
年
金
課
・
内
線
3
5
3

月
日
、
性
別
)
と
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
情
報
が
相

違
し
、
住
民
票
コ
1
ド
を
確
認
で
き

な
い
方

②
外
国
人
受
録
の
方

③
外
国
に
居
住
し
て
い
る
方

ま
た
、
次
の
場
合
は
、
現
況
届
け

以
外
の
届
け
が
引
き
続
き
必
要
で
す
。

①
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
て
い
る

場
合
は
、

「生
計
維
持
確
認
届
け
」

②
障
害
年
金
受
給
者
で
障
害
の
病
状

確
認
の
た
め
、

「診
断
書
」
の
提
出

が
必
要
な
と
き

圃

国
保
年
金
課
・
内
線
3
2
6

自
転
車
の
ラ
イ
ト
を
点
灯

夕
方
、
ま
だ
明
る
い
か
ら
、
自
分

は
見
え
る
か
ら
と
無
灯
火
で
自
転
車

に
乗
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

ほ
山
年
中
の
我
孫
子
市
内
で
発
生
し

た
人
身
事
故
6
4
4
件
の
内
、

1
3

2
件
が
自
転
車
の
関
係
し
た
事
故
で

し
た
。
発
生
時
間
帯
の
特
徴
と
し
て

朝
と
夕
方
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

夕
暮
れ
時
は
、
車
の
運
転
手
か
ら

は
自
転
車
は
見
え
に
く
く

「寧
は
自

分
を
気
づ
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と

い
う
思
い
込
み
は
危
険
で
す
。

夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
自
転
車
に
乗

る
と
き
は
、
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、

反
射
材
な
ど
も
活
用
し
安
全
意
識
を

高
め
正
し
い
乗
車
を
心
が
け
ま
し
ょ

、っ。圃

市
民
安
全
室
・
内
線
4
8
6

成人式故巡回阻談

※12月上旬に案内通知を送付します。

※市内小-中学校の卒業生は、市外在住の

方も出席できます。

主催 我課子市教育委員会、成人式企画運

営会議

園教育委員会社会教育課ft7185・1602

日時 2007年1月8日脚

@午前の部(我弼子中学技区、白山中学校

区)受け付け…午前10時から10時30分、式

典…午前10閏30分から11閏30;ぅ
。午後の部(久寺家中学技区、湖北台中学

技区、湖北中学根区、布佐中学校区)受け

付け…午後1時30分から2晴、式典…午後

2時から3閏

蝿所 けやきプラザふれあいホール(我課

子駅南口)

対象 市内在住の昭和61年4月2日;から昭

和62年4月1日生まれの方

突通事故にあった場合、損害賠償請求などさまざまな問題が生じます。市

では、月 1固専門の相談員による巡回相談を実施しています。相談案件のよ

り的確で効率的な解決を図るために、阜い時期に相談されることをおすすめ

します。

日時・場所 12月11日側、 2007年1月9日側 .2月13日側.3月12日伺)午

前10聞から午後3時、市役所庁舎内

内容 損害賠償関係、示談の進め方、自賠費保険請求の仕方など

申し込み電話で市民安全室(1日4人)

※お急ぎの相談は、千葉県突通事故相談所東葛野月(ft047-368-8000)で

受け付けています。受付時間は、午前9時から午後4時30分(土・日曜日、

祝日、年末年始を除く)です。

固市民安全室・内線486

市役所の代表電話番号n7185-1111 市のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp図はfあびこ楽校jの事業です。
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我
孫
子
市
男
女
共
同
参
画
条
例

が
7
月
1
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
は
、
男
性
も
女
性
も
市
民

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
個
性

や
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
分
か
り
に
く
い
用
語

や
誤
解
さ
れ
や
す
い
用
語
を
解
説

し
ま
す
。

手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー

ロ
月
1
日
に
日
会
場
で
配
布

配
布
日
ロ
月
1
日
働

配
布
場
所
・
時
間
左
表
参
照

配
布
上
の
注
意

①
配
布
部
数
は
配

布
場
所
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
1

人
に
つ
き
1
部
と
し
ま
す
②
部
数

が
な
く
な
り
次
第
配
布
終
了
と
な
り

ま
す
③
電
話
予
約
や
郵
便
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
④
配
布
場

間

9:00 

17:00 

.、

-
⑧ 

「社会的性別(ジェンダー)J

男女共同参画

一口メモ回

所
付
近
は
路
上
駐
車
し
な
い
で
く
だ

さ
い
⑤
配
布
場
所
と
時
聞
を
よ
く

確
認
の
、
?
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

2
0
0
7
年
版
手
賀
沼

カ
レ
ン
ダ
ー
採
用
作
品
展

日
時
・
場
所
日
月
お
日

ωか
ら
ロ

月
日
日
開
、
ア
ピ
ス
タ
ス
ト
リ
ー
ト

圃

手
賀
沼
謀
・
内
線
4
6
7

8:30 

20:00 

17:00 

20:00 

市役所C会議室
(市民会館南隣)

けやきプラザ

1階ホール

(我孫子駅南口)

-
社
会
的
性
別

(
ジ
ェ
ン
ダ
l
)

人
間
に
は
生
ま
れ
つ
い
て
の
生
物

学
的
性
別
が
あ
る
一
方
、
社
会
に
よ

っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た

「
男
性
像
」、

「女
性
像
」
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば

「夫
は
外
で
仕
事
、
要
は

家
庭
を
守
る
」、「
閉
在
は
主
要
業
務
、

女
性
は
お
茶
く
み
な
ど
の
補
助
的
業

務
」
な
ど
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
や
電
車
の
運
転
士
は

閉
在
の
仕
事
で
、
看
護
師
や
保
育
士

は
女
性
の
仕
事
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
、
「
性
別
に
よ
る
固
定

的
役
割
分
担
」
と
一
冨
い
、
こ
の
よ
う

な
男
性
・
女
性
の
別
を
「
社
会
的
性

別
(
ジ
エ
ン
ダ
l
)
」
と
一
冨
い
ま
す

0

・
ジ
ェ
ン
ダ
l
・
フ
リ
ー

「ジ
エ
ン
ダ
1
・
フ
リ
l
」
は
、

本
来
は
「
社
会
的
性
別
に
と
ら
わ

れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
用
語
を
「
男
女
の

性
差
を
否
定
し
た
り
、
男
ら
し
き
ゃ

11月11日から 17日は
税を考える週間

考えよう!
税の意義と役割

東京国税局ホームページ
http://www.tokyo.nta.go.jp 

私
た
ち
は
、
買
い
物
を
し
た
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た
り
し
た

と
き
、
そ
の
代
金
の
支
払
い
を
通
じ

て

「消
費
税
」
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
「
所
得
税
」
や
「
住

民
税
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
税
を
負

担
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
、
国
民

の

「健
康
で
豊
か
な
生
活
」
を
実
現

す
る
た
め
に
、
公
共
の
施
設
や
サ
l

青
色
申
告
し
て
い
る
方
を
対
象
に

青
色
巴
決
賃
乙
消
費
税
な
と
の
説
聞
会

日
時
・
場
所
下
表
参
照

内
容

所
得
税
の
背
色
決
算
書
の
作

成
方
法
と
腎
色
申
告
特
別
控
除
の
適

用
要
件
(
貸
借
対
照
表
の
説
明
を
含

む
)
、
消
費
税
の
概
要
、
年
末
調
整

女
ら
し
き
を
否
定
し
て
人
聞
の
中

性
化
を
目
指
す
も
の
」
と
す
る
考

え
方
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の

考
え
方
は
男
女
共
同
参
画
の
趣
旨

と
は
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
家
族
を
否
定
し
た
り
、

ひ
な
祭
り
な
ど
の
文
化
を
否
定
し

た
り
す
る
こ
と
も
、
男
女
共
同
参

画
の
考
え
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
男
女
別

色
表
示
を
同
色
に
す
る
こ
と
も
同

様
で
す
し
、
児
童
生
徒
の
発
達
段

階
を
踏
ま
え
な
い
行
き
過
ぎ
た
性

教
育
や
男
女
同
室
着
替
え
、
男
女

同
室
宿
泊
な
ど
は
非
常
識
で
す
。

な
お
、
こ
の
用
語
は
「
社
会
的

性
別
」
を
す
べ
て
否
定
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
誤
解
を
与
え
る
た
め
、

国
や
県
、
市
な
ど
で
は
使
用
し
て

い
ま
せ
ん
。

圃

男
女
共
同
参
画
担
率
一

・
内
線

2
9
3
 

の
仕
方
ほ
か

申
し

込

み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

圃

柏

税
務
署
個
人
課
税
第
1
部
門

宮

7
1
4
6
・
2
3
2
1
(内
線
3

3
5
)
 

ピ
ス
の
た
め
に
使
わ
れ
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

税
は
、
私
た
ち
が
社
会
で
生
活
し

一

て
い
く
た
め
の
、
い
わ
ば

「会
費
」
…

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

一

私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
公
的
サ

…

1
ピ
ス
を
求
め
、
そ
の
た
め
に
必
要

…

な
負
担
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
み

…

ん
な
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

一

ま
せ
ん
。

……
納
期
限
日
月
初
日
同

…
対
象

税
務
箸
か
ら

「予
定
納
税
額

一
の
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方

…
納
付
方
法
振
替
納
税
を
利
用
し
て

…
い
る
方
:
・
日
月
初
日
に
指
定
の
金
融

一
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付

…
そ
の
他
の
方
:
銀
行
や
郵
便
局
、
所

…
管
の
税
務
署
で
納
付

一
圃

柏

税
務
署
管
理
部
門
宮
7
1
4

…6
・
2
3
2
1
(内
線
2
3
1
)

場所

我孫子市民会館
大会議室

野田市役所
大会議室

柏市民文化会館
小ホール

V 開催日時・場所

日 時

12月6日附
13 : 30 -16 : 00 

12月7日開
13 : 30 -16 : 00 

12月8日幽
14 : 00 -16 : 30 

所得税の予定納税

(第2期分)の

納税をお忘れなく

ご与
みの

分警
別言
の 璽
徹語
底花
をり
12 

市
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る

「ご
み
」
の
分
別
(
「可
燃
ご
み
」

「不
燃
ご
み
」「
資
源
」
)
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ

生ごみの漏量巴
挑戦しま也九か!

た

「可
燃
ご
み
」
に
は
、
本
来
資
源

と
し
て
分
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

「紙
・布
類
」
が
U
・
0
%
、
「プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
が
5
・
5
%
混
入

し
て
い
ま
す
。

ePJTから出る生ごみは、

可燃ごみの約30%を占め

ています。

生ごみは、ちょっとし

た工夫や気配りで減量す

ることができます。

コンポス ト・ポ力シ容器や機械式生ごみ処理

機を利用して、ごみを減らしたり、たい肥にし

たりすることができます。あなたも、ごみの減

量や資源化に挑戦してみませんか。

市では、コンポス ト・ポ力シ容器や機械式生

ごみ処理機の購入に補助を行っています。

ご
み
を
減
ら
し
再
資
源
化
を
進
め

る
た
め
、
ご
み
分
別
の
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す
。

圃

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

7
・
0
0
1
5

補助対象

コンポスト・
ボカシ容器
機械式 購入額の2分の130，000円

生ごみ処運慣
※コンポスト ・ボカシ容器は1年間で1世帯2
基まで、機械式生ごみ処理機は5年間で1世
帯1基まで補助します。

固クリーンセンターO7187・0015

上限額

3，000円

V 配布場所・時間

場 所 時

つくし野コミュニティホール
湖北台市民センター
湖北地区公民館
布佐市民センタ一本館
根戸近隣センター
久寺家近隣センタ一
天王台北近隣センター
近隣センターこもれぴ
新木近隣センター
布佐南近隣センター
アビスタ

補助率

購入額の3分の2

申告也納税也e一丁axでrltín~，~-動物lニよる危害r防品対策l創ヒT見聞1

園田

納 税

全E目

インターネット
吋..... 

e-Taxでらく らく送信

源泉所得税の毎月納付分、消費税の中間申告・納付など利用機会の多い手続き
は特に便利。 Ce-Tax(国税電子申告・納税システム)を利用するには、事前に
開始届出書の提出、電子証明書の取得が必要です)

出届
--一---

輔由
宇

吋..... 

自宅やオフィスから

E 
申告

所得税、法関説、消費税、
酒税畠紙税

吋..... 

近隣に迷惑をかけたり感染症にかかったり、

突通事故にあったりする危険があります。

O飼い主がいない犬やネコには、むやみに工
サを与えないようにしましよう。

。サjレ、ヘピ、ワこなどの特定動物を飼う場

合は、保健所長の許可が必要です。動物が

逃げ出さないように施設の管理には十分

注意を払ってください。逃げた場合は、直

ちに保健所、警察ヘ通報してください。

O動物が飼えなくなった場合は、新しい飼い
主を探してください。動物を野に放すこと

lま絶対にやめてください。

固柏健康福祉センターo7167-1255 

動物を飼う方は、次のことに注意して適切

に飼いましょう。

。動物には、飼い主がわかるように名札を付

けましよう。犬には、鑑札と狂犬病予防注

射済票を必ず付けてください。

。犬の登録と狂犬病予防注射は必ず行って

ください。予防注射実施率を上げることに

より、 圏内に狂犬病が侵入した際にまん

延を防ぐことができます。

。犬の放し飼いは禁止です。犬を運動させる

場合は、犬を制止できる方が短い引き綱で

行いましょう。

。ネコは屋内て飼いましよう。屋外で飼うと L ~ホームページ附
ζ剃簡(f;eぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)tr 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)tr 0120-031676 
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受講者合計受講者数

117人
39人

日
一
山
一
印

受講者数

258人
708人日一…一…

1.122人

(6)人事考課の実施状況
職員の人材育成と組織全体の能力の向上と活性化を進めるため、人事考謀を実施してい

ます。職員が持っている能力や職務上の業績などを客観的に把握し、業績能力、意識の

各項目ごとに5段階評定を行い、勤勉手当に反映させています。

"'2005年度評定結果

(11 )退職金 (2006年4月1日現在千葉県市町村総合事務組合)
区分 自己都合(市)自己都合(固)勧奨・定年(市)勧奨・定年(固) その他の加算措置

勤続20年21.∞月分 23.50月分 27.30月分 30.55月分 -定年前早期退職特別措置 (2%-

勤続25年33.75月分 33.50月分 42.12月分 41.34月分 20%加算)

勤続35年47.50月分 同じ 59.28月分 同じ
-退職時特別昇給(勧奨退職時1号館)

(~ 人あ批紛州たが削}り叩j
最高限度額 59.28月分 同じ 59.28月分 同じ 平均支給額動奨・定年剖.944千円

職
評点(標準の評点は60点)

45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70-74 75-79 
部長・次長職 0人 0人 0人 27人 9人 0人 0人
課長職 0人 0人 2人 36人 12人 0人 1人

課長補佐職 0人 1人 9人 51人 32人 5人 2人
係長職以下 1人 6人 62人 501人 170人 28人 4人

※1人あたり平均支給額は、前年度に退職した全職種の職員に支給された平均額です。

※退職手当は、千葉県市町村総合事務組合の退職手当条例で支給率が定められています。
※国の制度には、退職問特別昇給がありません。

(12)特別職の報酬等の状況 (2006年4月1日現在)

区分
給料月額等

我孫子市 柏市 松戸市 流山市 鎌ケ谷市 野田市
市長 863.000 955.000 1.050.000 930.α)() 900.000 972.000 

*~ 料 助 役 737.000 785.000 860.000 803.α)() 780.000 831.000 
収入役 673.000 716.000 760.000 744.α)() 705.000 750.000 

(単位:円) 上記から20%減
額した額を支給

地域手当 三役の支給率 無 8% 9% 8% 無 9% 

報 酬 議長 540.000 663.000 720.000 550.α)() 505.000 547.000 

(単位:円)
副議長 480.000 593.000 ぽぬ000 4鈎，α)() 455.000 492.000 
議員 450.000 573.000 590.000 460.α)() 430.000 450.000 

市長、助役、
4.45月分 4.40月分 4.45月分 4.45月分 4.40月分 4.45月分

収入役 諸積から10%減額
期末手当

議長、副議長、 4.45月分
議員 4.40月分 4.40月分 4.45月分 支総額から5%減額 4.40月分 4.45月分

市長
18.制U.IぽK班X X ~5.212.0∞ 27.720;∞o 16.070刈O

1 9aE』判37田曲0.1ρ
阻

DOoZ 
c 

20.995.2∞ 
退職手当 助 役 8.844. 181530942，，Oo∞ 

∞ 
11.558.400 7.7叩.800 9.972.0∞ 

収入役 6，460. 7.296.000 5.713.920 7.200.0∞ 

(単位:円)

(13)特別職の給料月額等の推移
区分 '03年12月1日現在 '05年4月1日現在 '05年12月1日現在

給 料 市長 885.000 867.000 863.000 

(単位:円)
助役 755.000 740.000 737.000 
収入役 690.000 676.000 673.000 

地域手当 三役の支給率 4% 無 無

※地域手当は、 2004年3月31日まで謂整手当として支給されていました。
※議員の報酬は、 2000年4月1日以降改定を行っていません。

区分 職種 人数 賃金または報酬

事務補佐員 36人 時給 830円
臨時保育士 74人 時給 970円
保育補助員 74人 時給 880円
臨時給食調理員 6人 時給 880円

臨時職員 臨時学童保育指導員 55人 時給 880円
臨時図書整理員 32人 時給 830円

臨時用務員 時給 830円
その他の臨時職員 48人 臨時看護師 時給 1.340円

生活支援員 時給 910円ほか
嘱託職員(事務職) 68人 月額145.000円-152.000円

非常勤の 学童保育指導員 51人 月額145.000円-157.000円
一般職の職員 嘱託司書 16人 月額150.000円-181.000円

その他の専門職 42人 昌語療法士 日額22.000円ほか
※人数は2006年4月1日現在です。
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市職員の

人事異動

3職員の服務等に関する状況

(1)勤務時間 (2006年4月1日現在)
職員の勤務時聞は、休日を除き午前8時30分から午後5暗までを基本とし、 1日の勤務時聞

は7暗闇45分、 1週間の勤務時聞は38時間45分です。

(2)休暇 (2006年4月1日現在)
有給休暇として、年次有給休暇が1年につき20日、病気休暇力)190日以内、その他産前産後、

結婚、忌引等の特別休暇があります。無給休暇として、介護休暇、 3歳未満の子どもを養育す

るための育児休業などがあります。

(3)分限処分者数
心身の病気などのため、職員力晴黄を十分果たすことができない場合に職員の意に反して行

なう分限処分があります。 2005年度は、 13人に休職処分をしました。

(4)懲戒処分者数
懲戒処分は、職員が法令に違反した場合などに戒告、減給、停職、免職の処分を行うもので

す。 2005年度はありませんでした。

(5)職員の研修状況
紘犠年数や職階に応じた階層~y研修、専門的な知識、技能を修得するための専門特~y研修、

研修機関で学ぶ派遣研修など、さまざまな研修を実施し人材育成に努めています。 2005年度

の職員研修実施状況は右上表のとおりです。

嘱託職員〈一般事務〉を募集
※点字による問題も用意します。

試験日・場所 12月24日(日)、市

民会館

申し込み 指定の申込書(市御月

総務課、各行政サービスセンター

に用意)に必要事項を明記し、最

近3力月以内に撮影した上半身無

帽の写真(縦45mmx横35mm)を

鮒し、 11月16日開から30日開

の午前9聞から午後4時(土・日

曜日、祝日は除く)に総務課ヘ持

参(郵送は不可)

固総務課・内線232

市では、身体障害者を対象に、

2007年度採用予定の市職員を募

集します。

眠種一般行政職事務職

対象 1961 (昭和36)年4月2

日以降に生まれた方で、身体障害

者手帳(11&から6級)を所持し、

自力通勤力可能で、介護者なしに

一般事務が遂行できる方

援用予定数 1入

試験の方法・程度 択一式一般教

養、択一式専門・大学卒程度(上

級)

※配置職場により、土曜日と夜間(午後8閏ごろ

まで)に勤務する場合があります。

勤務蝿所 市役所、各行政サービスセンター

報酬 月14万5000円以内(通勤手当別途支給)

採用方法 第1次試犠(筆記試犠(一般教養試

験・短大卒程度))…12月24日(日)、第2次試験

(面接)…2007年1月中

申し込み 嘱託職員試験申込書(市役所総務課、

各行政サービスセンターに用意)に必要事項を明

記し、写真(縦45mmx横35mm)を闘し、 11

月30日開午後5閉まで(土・日曜日、祝日を除

く)に総務課ヘ持参(郵送は不可)

回総務課・内線232

市では、一般事務嘱託職員を募集します。採用

試験に合格した方を登録し、必要に応じて採用し

ます。

対象 1942 (昭和17)年4月2日以降に生まれ

た方で、普通自動車運転免許を有し、窓口業務、

計算業務、検査業務なとを経験し、一般事務処理

ができ、パソコン操作に慣れた健康な方

登録人数 15人程度

探用予定時期・期間 登録後随間、最長1年間

(更新あり)

動務日数・時間 月当たり124時間以内(例:週

5日で1日6時間以内の勤務、月16日で1日7

時間45分の勤務など)

市役所の代表電話番号n7185-1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は fあびこ楽校jの事業です。
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市の人事の状況を公表
我孫予市の人事の運営状況Eついて、観要を公表します。市では現在、臨員数の削減と給与水準の見直しfZよる

人件費の削減巴取り組んでいます。臨員数と眠員給与等の内容は次のとおりです。全文は、 11月30日から市のホー

ムページ巴掲蔵するととも巴行政楕報資料室で冊予を配布します。

1職員数と職員の任免に関する状況

(1)人件費(普通会計決算)

(千円)

9，800，000 

9，600，000 

9，400，000 

9，200，000 

9，000，000 

9，730，029 
9，621，505 

8β00，000 
2001 2002 2003 2004 2005 (年度)

※普通会計とは、水道事業会計と下水道や介護保険などの特別会計以外の会計をいいます。
※人件費には、一般職の職員の給与・報酬、共済組合負担金などが含まれています。

(2)職員 1人あたりの給与費(普通会計予算)

(千円) 7，762千円 7，766千円 7，741千円 7，563千円 7，436千円 (我孫子市)

8，000ト ーー我孫子市

7，500 

-0ー 柏市

---<)0ー松戸市

---d.一 流山市

.........xー 鎌ケ奇市

-一野田市

2005 (年度)

7，000 

6，500 

(単位:千円)

1人あたりの給与費
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(4)職員の平均年齢、平均給料月額と平均給与月額 (2006年4月1日現在)

日一一一一
向
一
吋
一
吋

平均給与月額

494，157円

394，239円

(6)地域手当 (2003年度までは調整手当)
1人あたりの| ・04年度決算 | ・05年度決算 | ・06年度予算

平均支給年額 I 420千円 I 328千円 I 238千円

| ・04年4月1日現在 |・05年4月1日現在|・06年4月1日現在
支給率

9% I 7% I 5% 

※地域手当とは、民間における賃金、物価、生計費が高い地域で支給する手当です。

※地域手当の支給額=(給料、扶養手当と管理職手当の月額の合計額)x支給率

V地域手当支給率の比較

1人あたり平均支給額 期末手当 勤勉手当 役職加算

1940，400円 I 3.0月分 I 1.45月分 I 6%-20% 

※国は、役職加算が5%-20%のほか、管理職加算 10%-25%があります。

(8)時間外勤務手当 (2005年度決算)

| 支給実績 I 267，911千円 I 1人あたりの平均支給年額 I343千円

(9)特殊勤務手当 (2006年4月1日現在)
区 分 全職種

支給総額 ('05年度決算) 8，865千円

支給職員 1人あたり平均支給年額 ('05年度決算) 65千円
職員全体に占める手当支給職員の割合 ('05年度決算) 14.1 % 

手当の種類(手当数) 6種類

区分 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価

危険作業手当 消防職員
毒物、劇物等有害物

日額 500円
の取扱作業

防災作業手当
消防、防災担当職 災害救助、り災者対

日額 1，000円
員など 策業務

消防作業手当 消防職員 消防作業 1回300-600円

行旅死病人取扱手当 生活支援課職員
行旅死病人の取扱作 死亡人 1件3，000円
業 病 人 1件1，500円

感染症防疫等作業手当 保健センター職員
感染症発生予防と

日額 500円
まん廷防止処理

環境現場作業手当
クリーンセンター職 清掃作業、道路補修

日額 500円
員、道路課職員など 等現場作業

(10)その他の手当 (2006年4月1日現在)

国の制度との 支給実績 1人あたり
区分 内容と支給単価 平均支給年額

異同と内容 ('0.5年度決耳) ('05年度決算)

配偶者 13，000円
2人固まで 1人6，000円

扶養手当
3人目から 1人5，000円 同じ

132，013千円 249千円16歳-22歳 1人5，000円加算
配偶者なしの者 1人11，000円

母子・父子 1人13，000円 国は制度なし

借家 28，000円を限度
国は27，000円を
限度

住居手当
国は新築取得後

84，941千円 150千円

持ち家 7，000円
5年間2，500円

電車・パス利用者に対し6カ
同じ

月定期券代を半年に一度支給
通勤手当

自家用車等の利用者に対し距離距離に応じ月額
75，647千円 87千円

に応じ月額4，600円-23，900円2，∞0円-24，5∞円

間職手当 基本給の9%-15% 基本給の8%-25%112，703千円 613千円

ζ剃簡(f;eい 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 
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る
こ
と
だ
け
は
お

や
め
く
だ
さ
い
。

か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
宮
0
1
8
0

.
9
9
3
1
8
5
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。-・・・・・・E置 1事

湖

1~ 

施〉※
集
合
場
所
へ
は
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
、
車
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

対
象

3
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
参

加
で
き
る
方
(
小
学
校
4
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
)

※
ラ
リ
1
中
の
移
動
手
段
は
徒
歩
の

み
と
し
ま
す
。

J
R
や
パ
ス
、
自
転

車
、
自
動
車
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
費

1
人
1
0
0円
(
保
険
料

ほ
か
)

申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
E

メ
l
ル
で
参
加
者
会
員
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

日
月
幻
日
必
着
で
〒

2
7
o
l
-
-

9
2市
役
所
農
政
課
(
住
所
省
略
可
)

E
メ
l
ル
ロ
O
C
M
X
W
F
@
巳
ミ
・
と
u
F
W
0
・

nEσ
白
・
号
へ

主
催
我
孫
子
市
農
業
脅
壮
年
会
議
、

あ
ぴ
こ
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

圃
農
政
課
・
内
線
5
1
2
(当
日

は
宮
0
9
0
・
8
7
4
2
・
0
8
2

2
)
 

市
民
農
園
の
刺
問
者
を
募
集

至布佐

我湖排水路 古利被沼

ー咽ドー 青山台ふ '1.← 集合場所

大和団地

Iニ.小 国 道356号

4 一天王台 ーフレ7スミド 1フ~-ン

県道我孫子利被線歪国道6号

第二小

』

F

古
利
根
沼

中
央
我
湖
排
水
路
広
場

あ野菜ラリーで
直売所めぐり

。

野
菜
や
花
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か

市
民
農
園
は
市
内
に
2
カ
所
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
土
や
緑
と
触
れ
合
え

hv襲
山
ふ
れ
あ
い
市
民
農
園

地
元
農
産
物
の
直
売
所
を
ス
タ
ン

プ
一
フ
リ
ー
で
巡
る
「お
野
菜
ラ
リ
1
」

を
湖
北
地
区
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

参
加
し
た
方
に
は
、
成
績
に
応
じ

賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
集
会
場
所
日
月
お
日
出
午

前
9
時
却
分
、
保
健
セ
ン
タ
ー
(
午

前
日
時
ス
タ
ー
ト
、
午
後
1
時
ま
で

に
集
合
場
所
へ
ゴ

l
ル
)
〈
小
雨
実

る
場
所
と
し
て
、
我
孫
子
市
が
運
営

し
て
い
ま
す
。

手
軽
に
農
業
を
実
践
す
る
場
と
し

て
市
民
農
園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
回
募
集
区
画
高
野
山
ふ
れ
あ
い

市
民
農
園
一
般
区
画
:
・1
4
8
区

画
、
ウ
ッ
ド
ウ
ォ
1
ル
区
画
:
・4
区

画
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

※
ウ
ッ
ド
ウ
ォ

1
ル
区
画
は
寧
イ
ス

の
利
用
可
。

対
象

市
内
在
住
の
方
(
高
野
山
ふ

れ
あ
い
市
民
農
園
1
5
0区
画
ま
た

は
浅
間
前
新
田
市
民
農
園
を
現
在
利

用
し
て
い
る
方
を
除
く
)

※
高
野
山
ふ
れ
あ
い
市
民
農
園
を
現

在
利
用
し
て
い
る
方
が
再
度
当
選
し

た
場
合
は
、
引
き
続
き
同
区
画
を
利

用
で
き
ま
す
。

利
用
期
間
仰
年
4
月
1
日
か
ら

ω

年
3
月
初
日

区
画
面
積
初
ぱ

(
5
m
×
6
m
)

使
用
料

年
額
9
0
0
0
円

※
ウ
ッ
ド
ウ
ォ

1
ル
区
画
は
面
積
と

使
用
料
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
(
応
募
は

1
世
帯
1
枚
に
限
協

γに
利
用
希
望

農
園
名
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電

話
番
号
、
現
在
市
民
農
園
を
利
用
し

て
い
る
方
は
区
画
番
号
、
返
信
面
に

あ
て
先
を
明
記
し
、
ロ
月
1
日
消
印

有
効
で
一
T
2
7
O
l
l
l
9
2
市
役

所
農
政
課
(
住
所
省
略
可
)
へ

圃
農
政
課
・
内
線
5
1
2

野焼きは禁止です書き損じハガキユネスコ募金
キャンペーン実施中

白鳥博市民フロアスタッフイベント

木の実で工作しよう!~~ 野焼き(農林漁業に必要な焼却、宗教・慣習による焼

却などは除く)は、不完全燃焼による一酸化炭素やダイ

オキシンなどの有害物質の発生や、煙による人や樹木な

どへの被害、火災の危険があり廃棄物処理法で禁止され

ています。

また、廃棄物処理法で定める構造基準を満たしていな

い「家庭用焼却炉J、「事業所用小型焼却炉」、「ドラム缶」、
「ど錯Jなどは使用できませんのでご注意ください。
家庭ごみは、分別して収集日にごみ集積所ヘ出してく

ださい。事業所から出たごみは、クリーンセンターに直

接搬入するか、許可業者に依頼し適正に処理するようお

願いします。

固クリーンセンターft7187-0015

書き損じの50円ハガキは45円の募金になり、

そのハガキ1枚がアフガニスタンではノート 1

冊とボールペン2本、 インドでは給食4回分に
なります。皆さまのご協力をお願いします。

※書き損じハガキのあて名や住所は油性ぺンな

どで塗りつぶしてお持ちください。

期限 07年1月31日

回収蝿所 AIRA事務局(随間受付)、各行政

サービスセンター、市民プラザ、商工会、アビ

スタ

固 AIRA事務局ft7183-1231

軟も深まり、道を歩くと枯れ葉や木の実がたくさん落ちてい

ます。今回は、木の実などの自然の素材を使って、かわいい動

物などの置き物を工作します。皆さんぜひ遊びにきてください。

日時 11月19日間午後1時30分から3時30分
.場所鳥の博物館

対象小学自以上

参加費無料(ただし入館料が

かかります。小、中学生は無料。

材料が無くなり次第終了)

申し込み不要

固鳥の博物館ft7185・2212

市のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp市役所の代表電話番号ft7185-1111。はfあびこ楽校jの事業です。
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包 1市民文化祭の潰劇室参加者を募集
我孫子市民文化祭は、 10月7日から11月26日まで開催されていますが、演劇部

門(一般演劇)を12月23日に新たに行います。 その参加者を募集します。

開催日 12月23日制
蝿所市民会館

申し込み ファクスまたはEメーjレで「市民文化祭演劇J希望、団体名、連絡先の

氏名・電話番号を明記し、 11月27日までに教育委員会文化課剛7182・5867Eメーjレ

bunka@city.abilくo.chiba.jpヘ
園教育委員会文化課O7185・1601

健康フェア2006
11月18nw [けやきプラザ}

国保健センタ-
O7185-1126 

オーjレディーズライブ「夢で会え定らj 懐かしの1950年代洋楽ポップス…10閏'"11時30分
救命講習会応急処置、 AE 0 (自動体外式除細動器)の指導..10時"'12時
車いすバスケットポール体験・講座 (障害者週間記念行事) 埼玉・神奈川県選抜チームの

実演と体験…14時"'16時30分
i[)の健康講演会 I手どものこころわかりますか?J講師:肥田裕久さん(ひだクリニック院

長)…13開30分"'15間30分
11月19m日)[けやきプラザ}

基調講演 I指圧のi[)は母i[) 押ぜぱ命の泉わくj講師:浪越満都子さん(国際指圧協会会

長)…10開'"11時30分
早期がん抵賀会 I癌巴克つだめfZJ講師:市J11平三郎さん(国立がんセンター名菅院長)…

13鴎30分"'15鴎
骨粗しよう症抵賀会 I丈夫な骨でいきいきライフj講師:瀬理純さん(せり整形外科院長)

…15崎"'16時30分
健康サポートクラブ体験血圧測定、工アロバイク体験ほか..10時"'15間
体力測定 10m障害歩行、上体起こし、握力、長座体前屈ほか..10筒"'15閏
健康相談(粧)我孫子市医師会)…10時"'12問、 13時"'15時(先着|慎)

歯制健診(粧)我孫子市歯科医師会)…10時"'12間(矯正相談あり)、 13時"'15間
禁煙相談(我課子市薬剤師会)…10時"'12問、 13時"'15時(先着|慎)

みんなで一緒巴介護予防! 筋力トレー二ングマシーンの体験ほか..10聞"'15時
11月19m日)[アビスタ]
分制会 I篇尿病j講師:藤沢元郎さん(我孫子聖仁会病院医師)…13時30分"'15時

I前立腺がんj講師:松本英亜さん(我孫子東邦病院副院長)…13時3匂う"'15時
朝食レシピコンクール表彰式・試食…12時"'12時30分
屋内二ユースポーツ 工アー力一リング、オーバルポーjレ、パッゴー…13閏30;う"'15閏30分
自彊術 (じきょうじゅつ) 講師:久保田元子さん..11時"'12時30分
末極拳(楊名時)講師:渡辺三千子さん…13時"'14時30分
健康づくり推進員コーナー 食生活を見直そう!展示コーナー…10聞"'15時
忍者ごっこ(手ども向け)…10鴎"'12時
ブチ・ゲーセン…10開"'15時
大声コンテスト…13鴎"'14時30分(雨天中止)
模駒吉(市内福祉作業所)…10鴎"'15鴎
11月19m日)[Ff~沼公開多日的広場]
屋外二ユースポーり体験 ペタンク、グラウンドゴルフ、スピードポーjレ…10時"'15時
(雨天中止)

回タビスタフェア2006
E1(gH萱ヨ匝E孟蓋霊室E圭主ヨヨ圃 固アビスタ

念7182心511

?ビスタは、 I憩い、学び、受わり、集うjをテ

ーマEしだ施設で、開館以来4年で300万人近い利
用者ガ訪れています。その?ビスタを広く紹介する -...ttV日加

のが?ビスタフ工?です。姐は第3回目。どうぞ、 ¥}¥l'V 
お楽しみください。 ~市i忍草担

家庭教育講演会 「笑つてのばす子どもの力J講師:増田修治さん(埼玉県朝霞第三

小学校教諭、 TBS子ども電話相談室相談員)…10開'"11時30分(先着100人)
市民大学開眼講座 「家庭・家族と地域社会J講師:天野正子さん(東京女学館大学

副学長)、粛藤哲珊さん (J11村学園女子大学教授)…13鴎"'15時(先着100人)
文学歴史抵賀会 「杉村楚人冠と激石・ 二葉亭・廊木J講師:小林康達さん..10時~

12時(先着70人)
のびのびあそび村 作ったり、描いたり、休憩したり、ご自由にお入りください…10
時"'15時(フェイスペインティング…午後)

あなだのとっておきの1冊巴図書館の装丁を…10開"'10時45分(事前受け付け終了

しました)

おはなしの部屋 朗読…11時30分~、大型絵本の読みきかせと紙しばい・・①13鴎15
分~、②14時15分~

あなだの力で誰かを支えてみまぜんか 車いすの操作体験、点字での名刺作り、手話

ソング、講座紹介..10崎"'15時
勾玉づくり 講師:芝田忠男さん…10時"'15間(1セッ ト300円、先着30人)
っき定てのお餅の販売..10時~完売まで(1皿(2個100円)、先着300皿)
ぜんぺい焼きの実演講師:松本光男さん..10時'" (焼きたてのせんぺいをプレゼ

ン卜、先着200人)
ヨーヨーつり…10聞'"(先着150人)
めざぜ達人! 昔なつかしい、遊びの体験…10時"'15時
あびこエコ農産物即売会地元で取れた野菜などの販売..9鴎~

銀O)}I旨舗を作ってみよう! 講師:森岡晃さん・・①10時~、①13時'"(1個2000円)
[事前申込制電話で生涯学習担当ft7182・0622(各先着7人)] 

- あびこ国際交縮まコり
「世界のcha茶チャ'" AIRAでcha茶チャJをテーマに「第15回あぴこ国際受

流まつり」を行います。

日時 11月26日旧)午前10聞から午後4時
場所市民プラザ

内容テーマ展示 「世界のお茶」、英語の

紙芝居、生け花、着物の着付け、お茶席、

ストレッチ体操、インド舞踊、日本舞踊、

アルゼンチンタンゴダンス、語学講座生の

発表、お茶セレモニー(台湾ほか)、受流

ティーパーティーほか 企

入蝿料無料(斐流ティーパーティー当日券は300円)
主催我孫子市国際支流協会、我孫子市

固我顎子市国際支流協会 (AIRA)事務局O7183・1231

初冬の自然観察会 冬野環を収蔵!い鬼だきまあす
園プラザコンサート

我孫子市環鏡レンジャー

日時 11月26日旧)午前9時10分から正午(雨天中止)

集合蝿所 東我課子駅南側広場(解散は中央学院高校入

り口) (バス停あり)

内容 「谷津で初冬の草花や

木の実、鳥などを観察J
「自然の材料でクラフト作りJ
対象・定員親子、先着20人
措参飲み物、 jレーぺ-双眼

鏡(持っている方)、雨具

服装長袖シャツ、長ズボン h ;.'"'¥，: 

匝画面幽申し込み・固 電話で手賀沼

諜-内績568ヘ

回~
日時 12月16日目午前9時30分から午後1鴎
場所湖北地区公民館ほか(雨天実施)

内容畑で野菜を収穫し、昼食づくり

対象 小・中学生と保護者10組(応募者多数の

場合は抽選)

参加費 1人500円
措参長靴、ビニール袋、軍手、タオjレ、エプロ

ン、三角巾、ふきん、台ふきん、飲み物

申し込み・圃 ハガキかファクス(複数の家族も

可)に講座名、住所、応募者全員の強、電話番

号を明記し、 11月30日必着で〒270・1147若松
26の4我孫子地区公民館親子 「食Jクラブ剛

6088ft7182・0511へ

「愛Jをテーマに、市内の若き音楽家の演奏をお

楽しみください。

日時 11月18日凶午後3時筒演
蝿所市民プラザ(入場無料)

出演者 ・演奏曲目 片岡惰香さん、山口由佳さん

(ピアノ連弾)…あなたが欲しい (Eサティー)、

リぺjレタンゴ(アストル・ピアソラ)、吉田真澄さ

ん(声楽:ソプラノ)、笹本小野美さん(ピアノ伴

奏) 野鶴(シューぺjレト)、赤とんぽ(山田耕

搾)、棟方恵美さん(ピアノ)…ピアノソナタ ロ

短調(リスト)

定員 当日先着130人(申し込み不要)
園教育委員会文化課O7185・1601

ζ制帽(f;eい 防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743
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タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
市
の
後
援
、
補
助
団
体
の
記
事
で
す
。

各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省

略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

我
孫
子
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

オ

l
タ
今
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
日
月
お
日
冊
目
時
S

所
我
孫
子

南
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
け
や
き
プ
ラ
ザ

内
)

内
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン
ス
、
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
お
茶
会

費
無
料

圃
我
孫
子
商
近
隣
セ
ン
タ
ー
E
7
1

8
1
・
1
0
1
1

.. -
混
声
合
唱
団
「
響
」

第
8
固
定
期
演
奏
会

日
ロ
月
9
日
出
比
時
開
演

所
け
や

き
プ
ラ
ザ

内
混
声
合
唱
曲

「旅
の

か
な
た
に
」、

混
声
合
唱
の
た
め
の

童
謡
メ
ド
レ
ー
、
祈
り

出
混
声
合

唱
団
「響
」、

脇
田
峻
多
郎
さ
ん
(
指

揮
)
、
藤
拓
弘
さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)

費

8
0
0
円
(
全
席
自
由
)
チ
ケ
ッ

ト
販
売
所
ミ
リ
オ
ン
楽
器
(
我
孫
子

駅
南
口
)
、
荒
井
喬
庖
(
天
王
台
駅

南
口
)
圃
児
玉
虫
7
1
8
3
・
1
8

" 
窃

3 
2 我

孫
子
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
・
お

第 1177号

日
ロ
月
口
日
制
比
時
開
演

所
市
民

会
館

内
ワ
ル
ツ

「金
と
銀
」
(レ

ハ
l
ル
)
、
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第

3
番
(
サ
ン
サ
1
ン
ス
)
、
交
響
曲

第
5
番

「革
命
」
(
シ
ョ
ス
タ
コ

1

ピ
ッ
チ
)

出
冨
平
恭
平
さ
ん
(
指

揮
)
、
富
田
ゆ
い
こ
さ
ん
(
バ
イ
オ

リ
ン
独
奏
)
、
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

費
1
0
0

0
円
(
全
席
自
由
)
、
前
売
り
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト

(
2
枚
)
1
5
0
0
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
市
民
会
館
内
売
庖

日
・
:
日
時

所
・・・場所

「
ひ
ろ
が
り
」、

荒
井
香
庖
、
ミ
リ
オ

ン
楽
器
、
す
ば
る
筈
庖
、
東
京
事
務

器
、
写
真
の
お
ち
あ
い

圃
橋
本
宮

7
1
8
4
・
5
6
9
8

i
工
房
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

∞@
=
.
N
(ベ

ル
ツ
)
コ
ン
サ
ー
ト

日
ロ
月
口
日
冊
目
時
日
分
間
演

所

け
や
き
プ
ラ
ザ

内
グ
レ
ン
・
ミ
ラ

ー
、
カ
ウ
ン
ト
・
ベ
イ
シ
l
の
曲
か

ら
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
ま
で

費
1

0
0
0
円
(
前
売
り
)
チ
ケ
ッ
ト

販
売
所
・
圃
小
規
模
福
祉
作
業
所
i

工
房
8
7
1
3
9
・
1
1
5
3

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
フ
ォ
ル
ク
ロ
I
レ

&
タ
ン
ゴ
ラ
イ
ブ

日
日
月
M
日
働
①
H
時
開
演
②
四
時

開
演

所
け
や
き
プ
ラ
ザ

内
ギ
タ

リ
ス
ト
の
ダ
リ
オ
・
ム
ニ
ユ
ス
と
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
と
日
本
人
の
南
米

音
楽
史
上
初
め
て
の
デ
ユ
オ

「
デ
ユ

オ
・
パ
・
マ
ル
カ
」
の
、
男
女
・
異

文
化
・
対
極
の
調
和
の
願
い
を
込
め

た
ラ
イ
ブ

費
全
席
自
由
2
5
0
0

円
(
前
売
り
2
0
0
0
円
)
チ
ケ

ッ
ト
販
売
所
松
井
香
庖
(
イ
ト
1
ヨ

l
カ
ド
l
内
)
、
中
央
学
院
大
学
購

買
部
松
井
香
庖
、
浅
野
香
庖
(
柏
そ

ご
う
内
)
圃
秋
元
宮
0
9
0
・
9
3

7
1
・
1
8
8
9

ソ
口
・
ピ
ア
ノ
と

ジ
ャ
ズ

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
タ
ベ

日
ロ
月
5
日

ω四
時
間
演

所
森
の

ホ
1
ル
幻
(
松
戸
市
)

内
黄
色
い

長
い
道
、
ミ
ラ
ノ
の
饗
宴
、
ポ
リ
ネ

1
シ
ヨ
ン
、
ア
イ
・
ノ
ウ
・
フ
1
・

ラ
ブ
ス
・
ユ
ー
ほ
か

出
秋
吉
敏
子

さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)
、
ル

1
・
タ
パ
キ

ン
(
フ
ル
ー
ト、

テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク

内
・・・内容

出
・:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

ス
)
率
い
る
栄
光
の
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ

費
S
席
6
0
0
0
円、

A
席
5
0
0
0
円、

B
席
4
0
0
0

円

チ

ケ
ッ
ト
販
売
ち
け
っ
と
ぴ
あ

宮

0
5
7
0
・
ω
・
9
9
9
9
(
p

コ
l
ド
2
4
1
・
2
7
7
)
、
森
の

ホ
1
ル
幻
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

E
0

4
7
・
3
8
4
・
3
3
3
1

圃
東

葛
飾
自
遊
人
楽
校
宮
0
4
7
・
3
4

8
・
7
7
8
4

映
画
「
兼
子
」
鑑
賞
の
集
い

日
日
月
沼
田
回
目
時
開
演

所
け
や

き
プ
ラ
ザ

内
映
画

「兼
子
」
上
映

(
加
分
)
、
お
話

「兼
子
の
生
き
方

に
魅
せ
ら
れ
て
」
講
師
:・
渋
谷
潤
子

さ
ん
(
映
画
監
督
)

対
当
日
先
着

5
5
0
入
費
無
料
(
全
席
自
由
)

圃
織
田
宮
7
1
8
4
・
5
6
1
9

第
8
回

福
祉
の
ま
ち
み
ん
な
の
つ
ど
い

日
ロ
月
2
日
出
口
時

S
U時
初
分

所
湖
北
地
区
公
民
館

内
健
康
チ
ェ

ッ
ク
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
(
骨
年
齢
、

体
脂
肪
、
栄
養
指
導
な
ど
)
、
模
擬

庖
、
喫
茶
・
食
事
コ
ー
ナ
ー
(
お
菓

子
と
飲
み
物
:・
先
着
1
0
0
人
・
無

料
)
、
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
(
ロ
時
加

分
ま
で
。
ぼ
に
ん
ば
や
し
、
ダ
l
ツ、

エ
ア
1
カ
1
リ
ン
グ
な
ど
)
、
作
品

展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ソ
コ
ン

で
写
真
入
り
カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
体

験
(
日
時
か
ら
先
着
目
人
、

3
0
0

円
)
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
(
キ
ヤ
ツ
ツ

ア
イ
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ぼ
に
ん
ば

や
し
の
リ
ズ
ム
ワ
1
ク
、
栄
寿
会
の

踊
り
、
湖
北
中
学
校
吹
奏
楽
演
奏
)

圃
湖
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
雪
，
ee-

-
8
7
・
2
5
5
1
(側
・
附
・
幽

9
時
i
M時
)

第
3
回
島
原
ア
I
ト
フ
ェ
ス
タ

周協ン(日) 日
亥リタ 1011 

! 日寺月
手 I 18 
芸 内 17 日
、寿会日寺包含

陶画 13 
芸 、所時

写湖 S
生真北 19
け、台時
花番近
、道隣 19

盆、セ日

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

栽
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
の
発
表
・
展

示
費
無
料

圃
島
原
自
治
会
・
中

村
E
7
1
8
8
・
5
7
7
3

フ
レ
ン
ド
リ
I
シ
ア
タ
ー

「
ア
ド
バ
ン
ス
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

日
ロ
月
8
日
働
凶
時
開
演
、

9
日
出

口
時
初
分
間
演

所
野
田
市
文
化
会

館

内
i
虫
た
ち
の
大
冒
険
j
パ
ツ

夕
、
ホ
タ
ル
、
ハ
チ
、
チ
ョ
ウ
の
幼

い
虫
た
ち
が
楽
園
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
虫
た
ち
も

成
長
し
楽
閣
の
外
の
世
界
に
飛
び
出

し
て
行
き
ま
す
。
虫
た
ち
が
本
当
に

強
く
成
長
し
た
の
は
そ
れ
か
ら
で
し

た
費
無
料
(
全
席
自
由
)
、
車
イ

ス
の
方
は
席
の
予
約
が
必
要
で
す

申
・
圃
障
害
児
と
共
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
観
る
実
行
委
員
会
事
務
局
・
中

村
君
7
1
3
2
・
3
8
8
3

参
加
し
て
み
ま
世
ん
か

認
知
症
の
方
の
家
族
の
つ
ど
い

日
日
月
初
日
同
日
時
却
分

1
日
時
却

分

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
介
護
方

法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

対

認
粗
紅
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族

費
無
料

圃
介
護
支
援
課
8
7
1
8

5
・
1
1
1
2

茶
道
連
盟
茶
会

日
ロ
月
日
日
側
日
時
j
日
時

所
湖

北
地
区
公
民
館
席
主
小
野
一
宗
さ

ん
(
表
壬
家
)
、
中
根
宗
節
さ
ん
(
裏

千
家
)
費
2
席
1
0
0
0
円

圃

亀
山
宮
7
1
8
3
・
0
6
0
8

回

伝
統
文
化
こ
ど
も
茶
道
教
室

日
ロ
月
臼
日
側
、
白
年
1
月
7
日
側
、

1
月
幻
日
側
、

2
月
4
日
側
、

2
月

四
日
伺
い
ず
れ
も
9
時
初
分
5
日
時

却
分
所
ア
ビ
ス
タ
内
日
本
の
伝

統
文
化
で
あ
る
茶
道
(
裏
千
家
)
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

対
小
・
中
学

持
・・・持参

申
・:
申
し
込
み

生
で
全
回
参
加
で
き
る
方
、
白
人
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)
費
1

回
5
0
0
円
(
初
回
に
5
回
分
2
5

0
0
円
を
徴
収
)
持
白
色
の
く
つ

し
た
主
我
孫
子
市
茶
道
連
盟
、
我

孫
子
市
教
育
委
員
会

申
・
圃
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
・

学
年
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
日
月

初
日
必
着
で
〒
2
7
O
l
l
l
4
7

若
松
1
4
2
の
叩
亀
山
宗
圭
宮
7
1

8
3
・
0
6
0
8

ご
っ
こ
ひ
ろ
ば

や
き
い
も
大
会

日
日
月
四
日
側
叩
時

5
日
時
受
け
付

け
、
い
も
が
な
く
な
り
次
第
終
了
(
雨

天
中
止
)

所
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

場

対
O
歳

i
未
就
学
児
と
保
護
者

費
い
も
一
つ
印
円

持
お
子
さ
ん
の

飲
み
物

圃
我
孫
子
市
社
会
福
祉
協

議
会
8
7
1
8
4
・
1
5
3
9

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
強
会

健
康
教
室
⑦
③

②
日
日
月
お
日
冊
目
時
記
分
i
M時

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
「
糖

尿
病
に
つ
い
て
」
講
師
・:
星
野
哲
夫

さ
ん
(
星
野
内
科
医
院
)
、

「乳
が
ん

に
つ
い
て
」
講
師
:・
星
野
芳
江
さ
ん

(
星
野
内
科
医
院
)
費
無
料

申
不

要
、
当
日
直
接
会
場
へ

圃
湖
北
台

近
隣
セ
ン
タ
ー

E
7
1
8
7
・
1
1

2
2
(
日
時
j
v即
時
)

③
日
ロ
月
3
日
側
9
時
日
分
i
H
時

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
肥
満

と
糖
尿
病
の
食
事
療
法
(
調
理
と
試

食
)
・
講
師
:・
鈴
木
管
理
栄
養
士
(
保

健
セ
ン
タ
ー
)

対
先
着
ロ
入
費

5
0
0
円
(
材
料
費
、
当
日
徴
収
)

申
・
圃
電
話
で
日
月
初
日
か
ら
湖
北

台
近
隣
セ
ン
タ
ー
E
7
1
8
7
・
1

1
2
2
(日
時
i
M時
)

ひ
と
り
親
家
庭
の

親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
ロ
月
日
日
冊
目
時
初
分

S
U時

所
ア
ビ
ス
タ

内
ク
リ
ス
マ
ス
会

対
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
、
先
着
1

0
0
人
費
無
料
主
我
孫
子
市
母

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

子
寡
婦
福
祉
会
(
す
ず
ら
ん
の
会
)
、

我
孫
子
市

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

一T
2
7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
保
育

課
(
住
所
省
略
可
)
・
内
線
4
4
9

親
子
星
の
観
望
会
古
2
0
0
6

日
ロ
月
2
日
出
口
時
却
分
j
四
時
却

分

所
第
三
小
学
校
校
庭
(
雨
天
時

は
体
育
館
)
内
天
体
望
遠
鏡
で
の

星
の
観
望
と
星
の
勉
強
会
(
雨
天
時

は
星
の
勉
強
会
の
み
)
対
小
学
校

3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
費
無

料

持
上
履
き
、
寒
く
な
い
服
装
で

圃
背
少
年
相
談
員
・
篠
原
告
0
9
0

・
1
6
0
6
・
1
2
9
0

我
孫
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

第
包
囲
秋
季
大
会

日
ロ
月
3
日
側
8
時
初
分
受
け
付
け

所
市
民
体
育
館

種
男
子
ダ
ブ
ル
ス

1
・
2
・
3
部
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
1

・
2
・
3
部

対

1
・
2
部
は
オ
ー

プ
ン
、

3
部
は
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
・
在
ク
ラ
ブ
の
初
心
者
費
1

人
1
2
0
0
円
(
中
高
生
6
0
0
円
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
種
目
、
ラ
ン
ク
、

住
所
、
器
、
電
話
番
言
明
記
し
、

日
月
お
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
l

-
2
新
木
6
1
0
0
の
臼
稲
葉
谷
晦

樹
君
7
1
8
7
・
2
5
4
9

布
佐
再
発
見
1

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
l
ク
ラ
リ
ー

日
・
内
日
月
四
日
側
8
時
か
ら
受
け

付
け
・
:
8
M
コ
l
ス、

8
時
却
分
か

ら
受
け
付
け
:・
1
・
5
M
(
ゆ
っ
く

り
じ
っ
く
り
)
コ
l
ス
〈
小
雨
実
施
〉

所
布
佐
駅
南
口
ウ
イ
ン
グ
側
広
場
集

合

対
高
齢
の
方
、
ハ
ン
デ
ィ
の
あ

る
方
も
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
(
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
あ
り
)
費
2
0
0
円

申
・

圃
電
話
で
布
佐
地
区
社
会
福
祉

協
議
会

E
7
1
8
9
・
2
1
1
9

(
側
・
附
・
働
9
時
i
M時
)
、
松
島

E
7
1
8
9
・
2
1
0
0
、
ま
た
は

直
接
各
布
佐
ス
タ
ン
プ
会
加
入
庖
、

布
佐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

[薄型商麟Tn包国型巡回 廊d ~庭閤公開 ~ ~ 主催・固我孫子の景観を育てる会・

講座名 単元教 日時 受講料 12/1613時~
側目立総合経営研修所のご厚意で、 吉津ft090・6034-9149(午前10時か

12/210時30分~
インター

12/1615時~
同研修月の庭園の一部を公開します。 ら午後6時)

Itソコン ネット講 4単元 5500円 日時 12月2自国午前10時から午後4
入門講座 3単元 12/213時~ 3500円 座 12/1713時~ ~秋の散策

、 ~I

12/2 15時~ 12/1715時~
時(受け付けは午後3時まで) (雨天

12/5 10時30分~ デジタル 12/2210時30分~ の場合は12月3日旧)) 日時・場所 12月2自国東我孫子駅か

ワード 12/513時~ カメラ講 3単元 12/2213時~ 3500円 場所 目立総合経営研修所(我課子中 ら午前 10時スター卜 (雨天の場合は

2∞3講 5単元 12/515時~ 8000円 座 12/2215時~ 学校前) (駐車場無し。ペッ ト、飲食 12月3日但))
座 12/6 13時~ 12/913時~ 物の持ち込み不可) コース 旧水戸街道と一里塚→近隣セ

お楽しみ講
12/6 15時~ 座(年賀状 4単元

12/9 15時~
4000円 内容 フルートとコ力リナの演奏、茶 ンターこもれぴ→我孫子ゴルフ倶楽部

12/1810時30分~ 作成) 12パ013時~ 亭「ほととぎすJで茶菓子のサービス →岡発戸市民の森→滝前不動尊→八幡
エクセル 12/1813時~ 12/1015時~ もあります。先着500人に四季のしお 神社→目立総合経営研修所
2∞3講 5単元 12パ815時~ 8000円 受付時間 午前10聞から午後6時
座 12パ913e寺~ 定員各講座15人(鴎者多数の場合は抽選)

りと工コたい肥をプレゼン卜。 参加費 300円(庭園入園料は別途)

12/1915時~ 申し込み・固 窓口、または電話かファクス
参加費 100円(小学生以下無料) 主催あぴこガイドクラブ

※1単πlま90分。受講料tel:、教材費、通信費を含む。 で11月25日までに市民プラザft7183・2111 ※庭園公開運営費として「我頚子の景 申し込み・圃 電話で 11月27日まで

、※お楽しみ講座l誌、ワード2003講座を修了した方対象。 間7183・5300ヘ 観を育てる会Jに納入されます。 に栗田ft7183-5907 

市のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp市役所の代表電話番号ft7185-1111 回 は「あびこ楽校Jの事業です。



第 1177号

区
画
3
・
3
d
、
応
募
者
名
薮
の
場

合
は
抽
選
)
費
無
料

申
・
圃
往

復
ハ
ガ
キ
に
代
表
者
の
住
所
・
氏
名

(
団
体
名
)
・
電
話
番
号
、
主
な
出
庖

品
目
、
返
信
面
に
あ
て
先
な
ど
を
明

記
し
、
日
月
初
日
必
着
で
〒
2
7
o

l
-
-
7
3
背
山
4
5
0
ふ
れ
あ
い

配
布
場
所
北
千
葉
導
水
路
管
理
支
所

入
札
日
時
・
所
町
年
1
月
白
日
制
日

時
却
分

s、
利
根
川
下
流
河
川
事
務

所
(
香
取
市
佐
原
イ
4
1
4
9
)

圃
国
土
究
通
省
利
根
川
下
流
河
川
事

務
所
経
理
課
宮
0
4
7
8
・
臼
・
6

3
6
2
 

指
名
手
配
被
疑
者
捜
査
に

一」協
力
を

日
月
は
、
全
国
一
斉
の
指
名
手
配

被
疑
者
捜
査
強
化
月
間
で
す
。

我
孫
子
嘗
察
署
は
、
嘗
察
庁
や
千

葉
県
警
察
が
指
定
す
る
重
要
指
名
手

配
被
疑
者
の
発
見
検
挙
に
努
め
ま
す
。

交
番
や
駅
な
ど
の
掲
示
板
に
指
名

手
配
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

圃
我
孫
子
警
察
署
宮
7
1
8
2
・
0

1
1
0
 

中
央
学
院
大
学
構
内
(
雨
天
時
室

内
)
、
無
料
駐
車
場
あ
り
。
大
学
祭

で
す
の
で
、
フ
リ
マ
の
ほ
か
模
擬
庖

や
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

沼
津
E
7
1
8
8
・
6
4
4
3

野
鳥
は
捕
ま
え
た
り

飼
っ
た
り
で
き
ま
せ
ん
!

野
鳥
は
、
法
律
で
捕
獲
・
飼
養
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
狩
猟
や
特
別

な
許
可
を
受
け
た
場
合
以
外
は
、
捕

獲
・
飼
養
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

野
鳥
の
保
護
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

圃
県
庁
自
然
保
護
課
宮
0
4
3
・
2

つ-qu
・つ臼
Q
d
ウ'つ臼

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑨=月会費、年=年会費

公共施設剥周の活動Iël:、優先的 I~
燭所ガ確保されているものではあ
りまぜん。

市毘伝言版

ぼ
し
ゅ
う

お
し
ら
ぜ

このコーナーに掲織を希望する方

は、広報掲11依積書 (市役所広報室

に用意または我孫子市のホームペー

ジからダウンロード)に必要事項を
記入のうえ、掲司自希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。

掲援する内容はイぺン卜名・日時・

場所・内容・費用・問い合わせ先な

どです。詳しい内容の確認は、 当事

者簡で行うようお康いします。

固広報室ft?185-1269

み
ど
り
圏
の
臨
時
職
員

定
例
教
育
委
員
会

雇
用
期
間
口
月
初
日
j
m
年
3
月
担

日
(
試
用
期
間
あ
り
、
更
新
あ
り
)

勤
務
日
時
土
・
日
曜
日
、
祝
・
祭
日

を
含
む
3
交
代
制
勤
務
①
7
時
5
日

時
却
分
②
日
時
必
分
i
m
時
日
分
③

日
即
時
初
分
5
9
時
初
分
(
勤
務
割
に

よ
る
週
休
2
日
)
勤
務
場
所
み
ど
り

園
(
障
害
者
支
援
施
設
)
賃
金
時

給
9
8
0
円
5
1
0
0
0
円
(
当
組

合
資
格
基
準
に
よ
る
)
、
夜
勤
は
お

%
増
し
、
交
通
費
別
途
支
給
勤
務

内
容
知
的
障
害
者
の
食
事
の
介
助
な

ど
、
生
活
全
般
の
支
援

対
若
干
名

申
・
圃
履
歴
書
を
〒
2
7
o
l
-

-

2
1
中
峠
2
3
1
0
み
ど
り
園
E
7

1
8
7
・
0
5
1
1
へ
郵
送
(
書
類

選
考
の
上
、
折
り
返
し
面
接
日
時
を

連
絡
し
ま
す
)

リ
サ
イ
ク
ル
・

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
庖
者

日
日
月
お
日
冊
目
時
S
U
時

所
ふ

れ
あ
い
工
房
対
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
個
人
、
団
体
(
業
者
の
方

は
対
象
外
)
募
集
区
画
お
区
画
(
1

情

vgや
③
ちゃれ

鶴

田

沙

羅

ち
ゃ
ん

日
日
月
沼
田
川
W
U
時
却
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
日
月
辺
日
制

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い

圃
教
育
委
員
会
総
務

課
E
7
1
8
5
・
1
1
1
0

会
員
・
仲
間
募
集

V
2
0
0
7
あ
び
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
ヘ
ダ
ン
ス
の
練
習
会
ロ
月
日

日
冊
目
時
却
分
j
げ
時
。
市
民
会
館
。

小
学
生
以
上
、
回
人
。
指
導
・
:
高
橋

美
代
子
さ
ん
。
無
料
。
申
し
込
み
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
森

E
メ
1
ル

白

EEgg-s-@ω
邑
M
O
O
-
n
0
・号

V
シ
ニ
ア
テ
ニ
ス
会
員
毎
週

ω日

時
5
日
時
。
市
民
体
育
館
コ
l
ト
。

初
め
て
の
方
、
女
性
コ

1
チ
が
親
切

に
教
え
ま
す
。
来
春
は
あ
な
た
も
シ

ャ
ラ
ポ
ア
に
押
も
ち
ろ
ん
お
じ
様
も

歓
迎
。
ひ
ば
り
の
会
・
鈴
木
E
7

1

8
5
・
1
9
5
2

工
房
宮
7
1
8
6
・
5
5
0
0

U
年
度

千
葉
県
生
涯
大
学
校
入
学
生

対
県
内
在
住
の
ω
歳
以
上
の
方

科

目
・
定
員
一
般
課
程
(
福
祉
科
、
生

活
科
、
国
芸
科
、
陶
芸
科
)
:
・
1
4

3
5
人
、
通
信
課
程
(
福
祉
生
活
科
)

:
・
5
0
0
人
、
専
攻
課
程
(
社
会
専

攻
科
、
園
芸
専
攻
科
、
陶
芸
専
攻
科
)

:
・
7
1
5
人

授
業
料
一

般
課
程
:・

年
額
1
万
8
0
0
0
円
、
通
信
課
程

:・
年
額
4
0
0
0
円
、
専
攻
課
程
:・

年
額
8
0
0
0
円
(
教
材
費
な
ど
別

途
)

応
募
期
限
ロ
月
お
日
(
消
印

有
効
)
入
学
案
内
配
布
場
所
市
役
所

介
護
支
援
課
(
西
別
館
3
階
)
、
各

学
国
事
務
局
、
県
民
セ
ン
タ
ー
、
県

庁
高
齢
者
福
祉
謀
ほ
か

※
申
し
込
み
台
経
な
ど
、
詳
し
く
は

入
学
案
内
を
ご
覧
に
な
る
か
、
千
葉

県
生
涯
大
学
校
事
務
局
宮
0
4
3
・

2
6
6
・
4
7
0
5
へ
。

‘V 

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

宮
崎
君
7
1
8
5
・
3
1
0
0

V
第
沼
田
笛
吹
た
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト

日
月
お
日
倒
U
時
開
演
。
け
や
き
プ

ラ
ザ
。
ブ
ル
l
ト
レ
イ
ン
、
白
鳥
の

湖
な
ど
。
全
席
自
由
9
0
0
円
。
す

ば
る
書
庖
、

G
I
N
S
E
I
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
モ

1
ル
庖
で
チ
ケ
ッ
ト
販
売
。

高
間
宮
7
1
8
4
・
5
4
1
7

V
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

ロ
月
9

日
回
目
時
開
演
。
聖
路
加
国
際
病
院

礼
拝
堂
。
指
揮
片
山
み
ゆ
き
さ
ん
、

女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
碧
&
き
な
り
ね

ほ
か
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
、
ク
リ
ス

マ
ス
キ
ヤ
ロ
ル
ほ
か
。
無
料
。
要
予

約
。
大
内
宮
7
1
3
4
・
4
7
2
0

V
消
寅
者
無
料
相
談
会
日
月
お
白

川
内
日
時
i
m
時
。
け
や
き
プ
ラ
ザ
。

消
費
者
金
融
問
題
に
関
す
る
相
談
。

先
着
お
人
。
申
し
込
み
は

N
P
O
ア

イ
ゼ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
宮
0
1
2
0
・

講
演
・
催
し

V
子
ど
も
の
居
場
所
5
お
て
ん
ぱ
く

ら
ぷ
i
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
収
穫
祭

日
月
お
日
細
目
時
初
分
i
ロ
時
初
分
。

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
。
も
ち
つ
き

な
ど
。
幼
児
i
小
学
生
。
水
筒
、
皿
、

は
し
持
参
。
入
団
説
明
あ
り
。
無
料
。

北
嶋
君
蹴
7
1
8
4
・
4
5
3
1

V
ち
び

っ
こ
教
室
親
子
で
遊
ぼ
う

日
月
お
日
細
目
時
i
H
時
初
分
。
湖

北
中
峠
下
公
民
館
。
2
5
3
歳
前
後

の
お
子
さ
ん
と
母
親
、
日
人
。
無
料
。

お
や
つ
、
飲
み
物
、
牛
乳
パ
ッ
ク
1

個
、
ハ
サ
ミ
、
ク
レ
ヨ
ン
持
参
。
電

話
で
鈴
木
E
7
1
8
7
・
1
9
5
3

V
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で
き
て

み
な
い
(
不
登
校
経
験
者
と
親
の
体

験
発
表
&
ひ
き
こ
も
り
相
談
)
日

月
四
日
回
目
時
S
M
時
。
我
孫
子
商

近
セ
。
資
料
代
5
0
0
円
。
フ
リ
ー

ダ
ム
幻
宮
0
9
0
・
4
0
5
3
・
5

6
7
1
(
夜
間
)

V
日
本
舞
踊
藤
間
流

(
紫
派
)
第
9

固
「
彩
の
会
」
修
練
会
日
月
四
日

回
目
時
初
分
間
演
。
湖
北
地
区
公
民

館
。
古
典
、
歌
謡
舞
踊
、
民
謡
。
無

料
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
藤
間
宮
7

1

8
7
・
2
9
1
3

v-
き
ぞ
め
と
漢
字
醤
き
と

り

ロ

月
3
日
・
日
日
・
口
日
-
M
日
い
ず

れ
も
冊
。
柴
崎
自
治
会
館
。
1
回
5

0
0
円
、
会
場
費
1
0
0
円
。
(
特

別
賞
あ
り
)

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

対
戦
没
者
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

①
何
年
4
月
1
日
ま
で
に
、
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
②

戦
没
者
等
の
子
③
戦
没
者
等
と
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
安
誼
③
以

外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉

妹
霊
右
記
①
5
④
以
外
の
三
親
等

内
の
親
族

支
給
額
額
面
ω
万
円

(
凶
年
償
還
の
記
名
国
債
)
請
求
期

限
侃
年
3
月
白
日

※
請
求
字
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
生

活
支
援
課
・
内
線
3
7
7
へ
。

献
血
に
ご
協
力
を

日
ロ
月
1
日
働
9
時
初
分
i
日
時
記

分
、
日
時
5
日
時
却
分

所
市
役
所

1
階
ロ
ピ

1

対
体
重
:
・
男
性
記
均

以
上
・
女
性
的
同
以
上
、
年
齢
:
-
m

i
ω
歳
(
臼
歳
以
上
の
方
は
、
ω
i

u
凹
歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
)
持

献
血
手
帳
、
身
分
証
明
書
(
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
)
圃
生
活
支
援

課
・
内
線
3
7
7

住
ま
い
の
増
改
築
・
修
繕
の

施
工
業
者
を
紹
介
し
ま
す

住
ま
い
の
増
改
築
・
修
繕
な
ど
で
、

ど
こ
に
頼
ん
で
よ
い
か
わ
か
ら
ず
お

困
り
の
時
、
我
孫
子
市
住
宅
セ
ン
タ

ー
協
議
会
を
通
じ
て
、
信
頼
で
き
る

工
事
施
工
業
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

圃
住
宅
課
・
内
線
5
2
9

成
年
後
見
無
料
相
談
会

5
老
後
の
安
心
の
た
め
に
5

日
日
月
四
日
出
・
四
日
側
8
時
初
分

sロ
時

所
柏
市
社
会
福
祉
協
議
会

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
(
柏
市
役
所
と
な

り
)

内
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
後
や

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
将
来
が
心
配

な
方
な
ど
に
、
成
年
後
見
制
度
な
ど

に
つ
い
て
司
法
書
士
が
個
別
相
談
に

応
じ
ま
す
(
秘
密
厳
守
)
費
無
料

申
・
圃
電
話
で
柏
市
社
会
福
祉
協
議

会
か
し
わ
広
域
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

宮
7
1
6
5
・
1
1
4
4

... -iI 

不
周
回
目
情
報

窃

"
語
り
ま
す
"

。
有
料

で

*

ク
ラ
シ
ッ
ク
レ
コ

ー
ド
L
P
盤
、
民
謡
S
P
盤
(
プ

レ
ー
ヤ
ー
付
き
)
:
・
小
林
宮
7

1

4
9
・
4
9
9
0
申
イ
ベ
ン
ト

用
紙
コ
ッ
プ
:・井
上
宮
0
7
0
・

5
5
8
9
・
8
4
1
5
*
老
人

用
手
押
し
車
・:
塩
谷
宮
7
1
8
7

.唱ムウ'つ臼
F
b

固
有
地
を
売
却
し
ま
す

売
却
予
定
地
我
孫
子
市
都
3
の
日
外

1
筆
・
宅
地
7
9
1
・
m
d
理
場

説
明
日
時
・
所
mw
年
1
月
日
日
開
日

時

s、
北
千
葉
導
水
路
管
理
支
所
(
印

西
市
発
作
1
2
0
7
)

入
札
案
内

3
1
6
・
4
9
5

V
大
学
生
企
画
の
土
曜
日
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
国
旗
か
る
た
」
日
月
お
日
回

目
時
j
ロ
時
。
テ
ラ
ス
あ
ぴ
こ
。
国

旗
の
か
る
た
、
作
っ
て
遊
ん
で
世
界

に
触
れ
よ
う
P
。
小
中
学
生
。
5
0

0
円
。

N
P
O法
人
テ
ラ
ス
あ
ぴ
こ

宮
7
1
8
3
・
8
8
6
6

V
自
分
の
身
体
を
見
つ
め
直
す
会

日
月
四
日
冊
目
時
却
分
受
付
。
近
セ

こ
も
れ
ぴ
。
よ
り
快
適
に
生
活
す
る

た
め
の
身
体
の
使
い
方
・
考
え
方
を

勉
強
す
る
。
先
着
加
入
。
3
0
0
円
。

肘
井
君
7
1
8
3
・
6
4
5
9

V
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
州
あ
び
こ
祭

日
月
四
日
出
・
四
日
冊
目
時
j
M
時
。

I市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。

。
無

料

で

*
浄
水
器
用
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
(
2
個
人
り
)
×
4
:
・
斎

藤
宮
7
1
8
7
・
1
6
8
8
申

油
圧
式
製
図
台
・
マ
グ
ネ
ッ
ト
式

A
1
用
製
図
板
・
:
後
藤
宮
7
1
8

7
・
7
9
9
8
*
額
縁
(
必
叩

×
初
仰
)
:・
橋
本
宮
7
1
8
2
・

2
6
6
8
 

※
申
し
込
み
は
各
連
絡
先
へ
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・
5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

(白
山
・

1
歳
4
カ
月
)

.
パ
ハ
と
ア
ジ
パ
ン
マ
ン
ガ
大
路

ぎ
り

「お
き
て
え
i
」
と
.
パ
ハ
を

起
こ
す
の
が
、
毎
朝
の
日
課
で
す
。

市内交通(人身)事故発生件数
(我孫子警察署管内・iDl月[CJ日現在)
10月の発生件数 59件
今年の発生件数(1月--) 517件
前年同期比 -4件

10月の死者数 0人
今年の死者数 2人
前年同期比 ー6人

10月の負傷者数 75人
今年の負傷者数 644人
前年同期比 +4人

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の

水質環境基準 (C0 0値)

千葉県湖沼水質保全計画による
年平均目標COD値

平成18年10月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

平成17年10月、月平均COD値 7.5略/2I 
採水場所:手賀沼公園沖

忘れず巴納めましよう

(9) 2006.11 .16 

そ
う
い
ち
ろ
う

創
一
朗
ち
ゃ
ん

(白
山
・

1
歳
4
カ
月
)

笑
顔
で
パ
パ
の
仕
事
疲
れ
も
吹

き
飛
ば
す
我
ガ
家
の
小
台
南
砂

遊
び
と
あ
風
邑
ガ
大
路
き
で
す
。

越ぉ
智ち
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例年度理現量生徒般職員制学作畠厩で
市内山中学肢から8作畠ガ知事賞なとを受賞
10月14目、 15日に開催された県の児童生徒・教職員科学作品展で、市内小中学校か

ら次の8作品が千葉県知事賞などを受費しました。

科学工夫作品の部の特別賞の31婦は 12月に行われる全国大会の候補備となります。

制学工夫作畠の部
特別賞 (全国展候補作品)千葉県知事賞「コンパク卜虫取り網J嶋田富よさん(湖北

台中2年)、千葉県教育長賞「リニアモーター力ーを作ろうJ…宮木恵子さん(我課子中

3年)、千教研理科教育部会長賞「ボタン式II木琴をたたくロポ、ソ卜J…清水夏輝さん(根
戸小5年)
優良質問で鳴らす太陽電池工レキギターJ機鮒さん(布佐中1年)

奨副賞「えさをたべることりJ…有賀慢さん(高野山小1年)

制学論文の部
特別賞千教研理科教育部会長賞「ぺ、ソトポ卜jレを振るだけで

中身の溶液の濃度を求める測定方法の開発J岡崎託明さん O明北台中3年)
優良質「アリジゴクのけんきゅうJ…味岡怜奈さん(我弼子第四小2年) rrで:::::;:;;¥._一

期賞「献の力工jレ研究室PART3'"アスマヒキガエルの識かいの州態詮副

かんてんしつのなぞにせまるJ…大井惣太さん(我孫子第三小5年) ¥ ¥ ¥明書弘l
園教育委員会指導課c7185・1a7 -~一一ー

-ー-

制服川ゅうゅう公園IZレシゲ畑
来年5月!こは一面ガピンクのじゅうだん!こ
市では、利根川ゅうゅう公園ピオ卜ープの草地広場とスポーツゾーンにレンゲの種ま

きをしました。種と肥料は我孫子ロータリークラブから寄付されたもので、種まきは、

10月17日にロータリーク

ラブメンバーと湖北白ばら

幼稚園年中組の子どもたち、

癒しとやすらぎのガーデン

クラブのメンバーが一緒に

行いました。

来年の5月には、一面の

レンゲ畑が広がります。

み九なで地元子-uの廊援巴行こう!l

I~ 中興学院大学箱根駅伝応援"スツター
I 日時 ・集合場所 07年1月2日閃午前6時

我弼子駅南口集合(午後8時30分到着予定)

内容往路スター卜付近(読売新聞東京本

社前)と箱根ゴール付近で応援

定員先着80人

費用 5000円(昼食弁当、飲み物、芦ノ湖

遊覧付き)
主催我孫子市スポーツ振興応援団 企昨年の箱根駅伝スター卜の様予

申し込み郵送またはファクスで、申し込み用紙(商工会、市投所、体育館、各行政サー

ビスセンター、アビス夕、各近隣センターに用意)に必要事項を明記し、〒270・1121中

峠1391冊今井観光開7187・0045c7188-0235ヘ
固 我弼子市スポーツ振興応援団事務局(我孫子市商工会内)含7182-3131

I~ NECヴリーシロケッツ(ラヴヒー)公式戦!
'日時 ・蝿所 12月10日旧)午後1時キックオフ、柏の葉公園総合競技場(柏市)

対戦相手ヤマハ発動機ジュピロ

※詳しくはグリーンロヶ、ソツホームページをご覧下さい。 http://www.necsports.netl

マギー宮司き九ガ中峠巴
テレビ取材でニュースポーツを体験
10月26日、日本テレビの番組でマジシャン r"I~-.r'盲目司』

のマギー審司さんが中峠の渡遁陽一郎さん宅

を訪れました。これは、渡遁さんが考案した

工アー力一リングを紹介するためです。

当日は、スピードポール女子ダブルスで

1998年から3年連続世界3位の姑番由美さ

ん(青山台)も参加し、庭先でそれらの二ユ

ースポーツを楽しみました。

この様子は11月18日出午前9時30分からの「ぶらり途中下車の旅Jで放映されます。

むらさき径の古代Ht作りIZ挑戦
第一小学校の6年生ガ総合学習で

RA判 員置 10月27日、我頚子第一小の6年生

が、古代米(黒米)の稲刈りをしまし

た。これは総合学習の一環として、半

年聞大切に育ててきたものです。

担任の秋山裕子先生は「自分たちが

育てた古代米を食べ、子どもたちに歴

史のロマンを感じてもらえればと思い

挑戦しました。クラスの一体感も収穫

ですJと話していました。企古代米(黒米)の稲刈りの様予
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十
月
下
旬
に
根
戸
地
区
を
訪
れ
な
る
と
周
囲
の
草
に
寄
り
か
か
っ
て
コ
ベ
は
少
し
速
い
親
戚
の
よ
う
で

る
と
、
自
然
豊
か
な
山
す
そ
の
草
い
ま
す
。
花
期
が
長
く
、
花
は
春
か
す
。
ま
た
枝
先
に
は
軟
に
包
ま
れ

む
ら
で
ウ
シ
ハ
コ
ベ
が
花
を
つ
け
ら
秋
ま
で
見
ら
れ
ま
す
。
花
弁
は
白
与
震
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。
ハ
コ
ベ
と
名
の
つ
く
五
枚
あ
り
ま
す
が
、
中
央
が
探
く
手
を
触
れ
る
と
、
硬
く
な
っ
〆
い

く
も
の
に
は
、
ミ
ド
リ
ハ
コ
ベ
や
切
れ
込
ん
で
い
る
た
め
十
枚
に
見
え
ま
し
た
の
で
花
後
に
で
き
た
果
実

コ
ハ
コ
ベ
が
あ
り
ま
す
が
、
大
型
ま
す
。
花
を
ル
ー
さ
の
ぞ
く
と
、
と
わ
か
り
ま
し
た
。
果
実
を
摂

め

で
あ
る
こ
と
か
ら
ウ
シ
(
牛
)
ハ
雌
し
べ
の
上
部
が
五
つ
に
分
か
れ
て
て
み
る
と
、
小
さ
な
褐
色
の
種
子

コ
ベ
の
名
を
も
ら
い
ま
し
た
。
い
ま
し
た
。
他
の
ハ
コ
ベ
は
三
つ
に
が
多
数
詰
ま
っ
て
い
て
、
ボ
ロ
ボ

茎
が
軟
ら
か
い
た
め
、
大
き
く

分
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ウ
シ
ハ
ロ
と
こ
ぼ
れ
落
ち
ま
し
た
。

•• 
短 歌

榊原敦子 選
俳句
染谷卓選

あびこ植物図鑑

「暗
夜
行
路
」
舎
か
れ
し
喜
一
を
終
点
に
決
め
て
ル
ー
五
の
散
歩
な
り
け
り

.

山

口

魁

{評
}
崖
下
の
清
水
し
た
た
る
と
こ
ろ
に
志
賀
直
哉
臥
は
あ
る
。
邸
と
い
う
よ
り
ぽ
に
近
い
。

も
う
い
い
よ
頑
張
ら
な
く
て
い
い
ん
だ
よ
黄
鳥
へ
旅
立
つ
父
に
一
冨
ひ

た

り

下

田

繁

樹

霊
人
は
生
ま
れ
て
育
ち
、
や
が
て
親
と
立
場
が
逆
転
す
る
。
子
は
綜
の
父
に
優
し
く
諭
す
。

霊

長

害

届

き

し

昼

下

が

り

裏

の

木

戸

に

は

各

花

咲

く

野

口

コ

ウ

や
は
ら
か
な
蕎
麦
の
小
花
は
風
に
揺
れ
倒
れ
て
も
な
ほ
空
に
伸
び
ゆ
く
浅
喪
佐
喜
恵

却
が
恋
ふ
る
加
の
態
「
た
っ
ぷ
り
の
煮
干
し
に
ど
ど
と
鷲
を
入
れ
よ
」
石
河
和
子

生
静
の
丘
の
平
野
家
に
見
る
糸
車
に
祖
母
の
議
る
丸
き
背
お
も
ふ
奥
理
霊

今
や
は
や
欠
か
せ
ぬ
物
に
電
子
辞
書
機
能
す
べ
て
は
使
は
ざ
れ
ど
も
川
上
進
也

「
パ
ッ
ク
し
ま
す
」
誤
議
に
、
つ
な
が
さ
れ
逆
ら
ふ
事
な
く
人
は
法
き
た
り
渡
辺
詔
子

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
、
毎
月
初
日
必
醤
。
ハ
ガ
キ
で
1
人
1
作
巴
限
り
ま
す
。

「
青
少
年

(ゆ
歳
以
下
)
の
郡
」
へ
応
募
す
る
万
は
、
必
ず
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
お
先
一
T
2
7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
広
報
室

(住
所
省
略
司
)
へ

話
し
か
く
る
?
っ
に
臨
み
て
墓
洗
ふ
松
村

君
代

{評
}
話
し
掛
け
る
よ
う
に
屈
む
の
は
老
い
の
せ
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
思
慕
の
強
さ
な
の
だ
。

沈

黙

の

あ

と

の

議

鍛

き

川

上

進

也

ね

{評
}
耳
を
澄
ま
し
て
聴
く
カ
ネ
タ
タ
キ
の
鳴
き
音
。
沈
黙
が
さ
ら
に
音
色
を
美
し
く
し
た
。

献
も
居
ぬ
ナ
l
ス
セ
ン
タ
ー
秋
の
夜
野
口
コ
ウ

降

り

て

来

る

無

人

の

リ

フ

ト

続

器

中

野

武

遊

ぶ

子

の

勲

章

ふ

ゆ

か

義

み

谷

口

正

英

関
の
花
筑
波
の
見
ゆ
る
誌
か
な
壁
谷
千
鶴
子

ぞ
ん
ね
ん

新
豆
腐
存
念
の
な
き
白
さ
か
な

背
山

陽

子

集

ゑ

撃

や

秋

高

し

(

襲

に

て

)

小

林

光

江

L※草葺…護軍の別名、セバl
トリ科の植物。小さい花を.
|点々 とつける。果実が衣川l
け類などに付いて運ばれる川l
什諒子が現に例えられる。 I

tè100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大亘インクを使用 しています。




